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湖北広域行政事務センター 

新一般廃棄物処理施設整備運営事業 

Vol.59（2025.5） 

の特徴について① 

１  施設の一極集中（施設集約型） 

  
エコパーク湖北 

 

新施設では、各地に点在していた施設を一か所に集約します。 

同一の敷地内に各施設を集めて一極整備することにより、一般

廃棄物（ごみ、し尿など）の処理を施設間で連携することが可

能になります。 

総合的な廃棄物処理システムを構築して効率的な施設の整備を

図ることで、コストの削減につながります。 

 

★施設を集約するメリット★ 

・本来なら施設ごとに必要な管理棟・計量器を１つに集約できる 

・各設備の連携により、建設にかかるコストを削減できる 

・場内導線の共有化により、敷地面積がコンパクトになる 

・複数施設の見学が容易となり、廃棄物処理の総合的な学習による

環境意識の向上が期待できる 

汚泥再生処理
センター 

従来型の施設：個別設置 

各施設それぞれの場所で整備 

焼却施設 バイオガス化施設 

リサイクル施設 

汚泥再生処理
センター 

新施設：施設集約 

施設間で連携して整備 

焼却施設 バイオガス化施設 

リサイクル施設 

同一敷地内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topics 

 

湖北広域行政事務センター 

新一般廃棄物処理施設整備運営事業 

Vol.59（2025.5） 

の特徴について② 

２  施設の一極集中（システム連携） 

 【連携効果図】 

バイオガス化施設 

処理：有機物・水分の多いごみ 

特徴：ごみをメタン発酵して発電 

汚泥再生処理センター 

処理：有機系排水・高濃度臭気 

特徴：排水を浄化して下水道へ放流 

リサイクル施設 

処理：不燃ごみ・粗大ごみ 

特徴：鉄・アルミなどを資源化 

焼却施設 

処理：多種多様な可燃性のごみ 

特徴：ごみを焼却する際に発生する

エネルギーを用いて“発電”   

臭気を高温で熱分解できる 

合 理 化 

コスト削減 
資 源 化 

脱 炭 素 

コスト削減 

資 源 化 

脱 炭 素 

合理化 

安定稼働 

脱 炭 素 

合 理 化 

発電出力：3,690kw 

発電効率：24.7％ 

発電出力：242kw 

発電効率：26.6％ 

 

★システム連携による５つの効果★ 

① 安定稼働……ごみの質が向上し燃焼が安定する 

② 合理化………ごみ汚水・分離水処理施設、脱臭装置が不要になる 

        焼却炉の規模を縮小できる 

③ 資源化………資源の回収率が向上する 

④ 脱炭素………二酸化炭素が１年間で約 1,469ｔ削減できる 

⑤ コスト削減…使用する薬品の量、消費電力量、放流水量、最終処分量を削減できる 


